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2027 年３月期第２四半期（中間期）の業績予想と実績との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
2026年5月14日に公表いたしました2027年３月期第２四半期（中間期）の業績予想と本日公表の実績値

について、差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。また、最近の業績動向を踏まえ、通期業

績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

１．業績予想の修正 

2027年３月期第２四半期（累計）業績予想と実績の差異（2026年４月１日～2026年９月30日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
1株当たり 
中間純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

2,150 
百万円 

70 
百万円 

70 
百万円 

110 
円 銭 

142.38 
今回実績（Ｂ） 2,135 101 107 95 124.09 
増減額（Ｂ－Ａ） △14 31 37 △14  
増減率（％） △0.7 45.7 53.3 △12.8  
(ご参考)前期第2四半期実績 
(2026年３月期第2四半期) 

1,807 7 10 48 62.36  

 
2027年３月期の通期業績予想数値の修正（2026年４月１日～2027年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

4,000 
百万円 

100 
百万円 

100 
百万円 

135 
円 銭 

174.73 
今回修正予想（Ｂ） 4,300 150 150 170 220.06 
増減額（Ｂ－Ａ） 300 50 50 35  
増減率（％） 7.5 50.0 50.0 25.9  
(ご参考)前期実績 
(2026年３月期) 

4,016 130  137 201 260.52  

 
修正の理由 
 当第２四半期（中間期）の売上高は、ほぼ計画どおりに推移いたしました。営業利益および経常利益は、企業

年金の運用結果を受けて退職給付費用が減少したことなどにより、業績予想を上回りました。中間純利益につき

ましては、上期に特別利益として見込んでいた補助金の受給が下期にずれ込む見込みとなったため、当初予想を

下回りました。 
通期業績予想につきましても、これまでの実績と足元の受注状況・取り巻く経済環境を勘案し、業績予想を修正

することといたしました。今後も業績の推移に応じて修正が必要と判断される場合には、速やかに公表いたします。 
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